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出会いは財産 

 

「暑さ寒さも彼岸まで」の言葉どおり、この頃は、朝晩がかなり涼しく

なり、草むらで鳴く虫の声も盛りを迎えています。気がつけば、学校は間

もなく前期が終わります。３年生は、就職試験や入学試験の時期に突入

し、新たな世界に向かって進み始めています。 

人間はこの世に生まれてから、人と関わる範囲が、家庭、学校、社会へ

と広がっていきます。学校に在籍している時期だけを見ても、小学校、中

学校、高校へと進むにしたがって、世界は確実に拡大します。さらに、学

校を出て社会人になってからの拡大は急速に進みます。 

私自身のこれまでの人生を振り返ってみても、新しい世界に進むにしたがって、そのたびに様々

な人々と出会い、それによって成長させてもらったと思っています。示唆や忠告をくださった人も

いますが、関わったすべての人から何かを教えてもらったわけではありません。悪友もいなかった

わけではありません。けれども、それらの人との触れ合いの中で、私は何かを感じ、脳内に何らか

の刺激が与えられ、よりよく生きていこうとするための糧となってきたのではないかと思っていま

す。これらの人々との出会いは、私の人生にとって大きな財産です。 

私は今年の３月末に、永らく勤めた職を定年退職となりましたが、縁あって４月からはこの高朋

高校に勤めています。還暦を過ぎてから新たな世界に飛び込むことを迷いましたが、新たな人々と

の出会いに期待したことは、決心した決め手の一つでした。その結果、多くの生徒と教職員に出会

い、新たな財産を蓄積している毎日です。 

３年生は今後、次の世界に向かって歩みを加速していきます。４月からは、お金では買えない新

たな出会いの財産が待っていることでしょう。 
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【9月～10月の主な行事予定】 

9月15日(水) 後期生徒会選挙(投票) 

9月17日(金) 生徒会長、副会長認証式 

9月24日(金) 進学激励会 

9月30日(木) 前期終業式 

10月 1日(金) 後期始業式 

10月 7日(木) 永平寺座禅研修(１年生) 

10月18日(月)～21日(木) さわやか運動 

10月22日(金) 第33回高朋祭 
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新型コロナワクチン接種に伴う出席の取扱いについて 
 

高校生への新型コロナワクチンの接種が始まっている自治体があり、本校でも 

接種する生徒が出てきています。お子さんのワクチン接種に際して、次の場合は 

「出席停止」とし、欠席扱いとはいたしません。 

◎ワクチンを接種するとき 

◎ワクチン接種後に体調不良となったとき 

なお、これらに該当する場合は、学級担任へ連絡いただきますよう、お願いします。 



 

新型コロナウイルスの感染予防のため、夏季休業を１週間延長し、８月 30日（月）から授業を再開

しました。 

夏季休業明けの全校集会は、密を避けるために校内放送で行い、生徒たちは各教室で顔を上げ真剣

に話を聞きました。富樫校長は「夏休み中に、生徒に事故やけががなく嬉しく思っている。３年生は

オープンキャンパスに参加して進学先を決めた人もいる。９月 16日（木）からは就職試験がスタート

するので、自分の良さが伝わるように面接に臨んでほし

い。２年生は、まもなく３年生から生徒会や部活動のバ

トンを受け取る。学校の中心として、頑張ってほしい。

１年生は、前期中間考査で高校での単位修得の厳しさを

感じただろう。前期期末考査も近いので、１時間１時間

の授業にしっかりと取り組んでほしい。」と話しました。 

最後に、今後、実践してほしい３つの心構えとして 

１ 時間を無駄にしない 

２ 今日できることを明日に延ばさない 

３ 目の前のできることからやる 

ということを話し、「このあとも、新型コロナと残暑に負け

ないで、自分の目標に向かって突き進んでほしい。」と激励

しました。 

このあと、生徒指導部の髙瀬教諭が、「13日（月）まで部活動は停止すること」「遅刻や欠席をしない

こと」などの諸注意をしました。 

最後に、長谷川養護教諭が、新型コロナウイルスの感染予防のために、「自分で健康チェックをするこ

と」「マスクを着用すること」「石けんで手洗いすること」「こまめに換気すること」などについて、今後

も気を緩めないで実行するよう注意を喚起しました。 

 

 

 

９月８日（水）の後期生徒会選挙の告示を受けて、生徒会長候補２名、副会長候補３名の立候補があ

りました。選挙運動の期間が期末考査と重なりましたが、登校時などに各候補者が熱心に自分への支持

を呼びかけました。 

９月 15日（木）６限に、後期生徒会選挙を実施しました。新型コロナウイルス感染防止のため、校内

放送で立会演説会を行い、全校生徒が各教室で放送を聞きました。 

各候補者は、充実した学校生活のために、規律や礼儀を

重んじること、真剣に授業に取り組むこと、生徒が主体的

に生徒会運営を行うことなどについて、具体的に公約を挙

げて伝えていました。教室の生徒たちは、立候補者と応援

者の演説にしっかりと耳を傾け、演説が終わるたびに大き

な拍手を送っていました。 

立会演説会のあと、各教室で投票が行われ、開票の結果

次のとおり当選者が決定しました。 

◎会 長：真栄城 雄 飛 君 （２年Ｂ組） 

◎副会長：内生藏 明 穂 さん（２年Ｂ組） 

田 中 敏 也 君 （２年Ｃ組） 

なお、17日（金）の全校朝礼で認証式を行い、その後、執行部の組織づくりに取りかかります。 

夏季休業明け 全校集会 

【校内放送による校長訓話】 

後期生徒会選挙 ～新会長、副会長決まる～ 

【立会演説会に臨んだ候補者と応援者】 


